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平成２２年１０月３０日(土)

第５回 「アパレルにおけるサプライチェーンマネジメント 」

１．アパレルを取り巻く環境

２．ＳＣＭの原点

３．アパレル・商社間の最適化

４．ＳＣＭにおける環境負荷を低減するために

５．まとめ
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１．アパレルを取り巻く環境
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アパレル産業のＳＣＭの普及の必要性

最悪、車で工場に
駆けつければ
緊急事態には対応可能。

国内工場と電話で連絡

物があれば売れた時代

国内なので
トラックで簡単に出荷

１９７０年代は平和だった・・

簡単には行けない
距離感

コストを求めて海外生産へシフト・・

移り気な消費者

あふれる
トレンド情報

世界中に広がる工場へ
指示、生産管理

複雑な国際物流
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アパレルを取り巻く環境
衣類の輸入量と輸入浸透率
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１． 輸入製品の増大

2007年の衣類製品の輸入浸透率が94%を越え、

海外生産によるサプライチェーンが、より長く

複雑になり生産や物流過程でのステータスの可

視化が難しくなる。

仕入れチャネルも多様化し、見えない海外物

流を支えるための日本国内ＤＣなどが煩雑化し

ている。

３． 消費者嗜好の多様化と購買意欲低迷

消費者の嗜好が多様化して来ており、需要予測がしにくい。アパレルからの代替消費を促す他の魅力ある
マーケットが多い上に、近年の消費の低迷が追い討ちをかける。

２． 新流通型ショップの増大

増加傾向にある新流通のショップ、郊外店、ＳＣ型、大規模モール型が増え、一店舗あたりの坪数も大型化し、
それをサポートする物流やショップのマネージメント能力が必須となる。支えるための店舗スタッフも増加してい
るが、本部からはその状況が見えにくい。

日本繊維輸入組合 「日本のアパレル市場と輸入品概況 ２００８年」
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アパレル産業を取り巻く様々な外的要因

顧客嗜好の多様化とライフサイクルの短縮

生産拠点のグローバル化と複雑なロジスティックス

リードタイムの削減

品質問題、消費者の厳しい目

環境問題への対応

SCM の高度化

APS, ECR, ASN, TOC
クロス・ドック, DSD
全体最適の考え方
SCの可視化

Ａ． Supply Chain

における解決方法

Ｂ． 小売サイド

における解決方法

Business

Process

Re-engineering

デマンド・プル・マーケティング

POS, CRM, VMI, 
ライフスタイル型ショップ
Ｅ－コマース、携帯コマース
小売店の高効率化
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２．ＳＣＭの原点
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サプライチェーン・マネージメント（ＳＣＭ）とは

生産調達供給者 顧客出荷

サプライチェーン

効率的な物の流れ

正確かつ迅速な情報の流れ

■ サプライチェーン
供給者から顧客を結ぶ、開発・調達・生産・販売の一連した
業務のつながりが供給連鎖している姿

■ サプライチェーン・マネージメント
ITなどを使った、サプライチェーン全体の業務効率を高めるための経営手法
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工場 倉庫 本社

サプライチェーン

消費者とＳＣＭ

小売

消費者

必要な在庫がない

予定の日に
商品が入荷しない

売れない商品が
残ってしまう。

消費者トレンドに
ついていけない

私のサイズが
無い！

古いものが
並んでいる！

今、欲しい
物が無い。

サプラーチェーン全体で
お互いに協力し合い、
供給の効率化を行う。

無駄な生
産が多い

在庫が
見えない

資金が
かかる。

消費者起点全体最適 ＩＴの活用
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ＳＣＭが注目されてきた背景

計画 Plan

C
u
s
to
m
e
r

販売
Deliver

返品
Return

生産
Make

調達
Source

S
u
p
p
lie
r

インフラ Infrastructure

大量生産、大量消費、規模の原理、

横並び主義、「物を持つ」行為
いままでは・・・

市場状況の変化にサプライチェーンが
俊敏に（アジル ａｇｉｌｅ）に対応出来るように、
関係するプレーヤー全員が最適化を行う。

１９９０年頃から・・・
嗜好の多様化、物へのこだわり

個性の時代、「物を選ぶ」行為 売れ残り、
機会ロス、
全体責任・・

→ 需要の不確実性の時代
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３．アパレル・商社間の最適化
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アパレル産業のプレーヤー

SPA型アパレル

百貨店

量販店

専門店

SPA店舗

アパレル

（三越、伊勢丹等）

（三愛、ビームス、青山等）

（イトーヨーカ堂、イオン等）

（ユニクロ、GAP、等）

工場

商社

素材
メーカー

川上 川下

素材
メーカー

素材
メーカー

工場

工場

工場

工場

商社

商社

アパレル

アパレル

アパレル

ブランドショップ

（バーバリー等）

商社
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商社の視点から見たアパレルＳＣ

アパレル商社

トレンド提案
素材、企画提案
ブランド提案

企画提案機能

デザイン
パターン
販売計画

企画、ＭＤ

トレンド情報
店頭販売情報

店舗立地
販売促進

マーケティング

入荷登録

品出し

接客、売上、

棚卸

店
頭

原料、生地

附属、副資材

縫製工場

裁断
縫製、編みたて
検針、検品

販売情報

顧客情報

海外物流センタ
国内物流センタ

入荷検品
検針
各店アソート配分
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ
出荷検品

入荷検品
ピッキング
出荷検品
返品、棚卸

輸入通関
クロスドック
出荷

通関、倉庫

直納分

営業

生産手配
素材、付属手配

生産手配

返品

営業、ＤＢ

店頭情報入手
出荷指示
店間移動
返品処理

物流部門

入荷確認
品質確認
在庫管理

原料入荷確認
生産状況把握
品質管理
納期管理

生産管理 物流部門

出荷確認
品質確認
船積通関業務
最適物流物の流れ

情報と

金の流れ
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商社の視点から見たアパレルＳＣ

縫製工場

原料、生地

アパレル商社

海外物流センタ
国内物流センタ

入荷検品
検針
各店アソート配分
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ
出荷検品

入荷検品
ピッキング
出荷検品
返品、棚卸

輸入通関
クロスドック
出荷

入荷登録

品出し

接客、売上、

棚卸

原料入荷確認
生産状況把握
品質管理
納期管理

デザイン
パターン
販売計画

トレンド提案
素材、企画提案
ブランド提案

トレンド情報
店頭販売情報

店舗立地
販売促進

生産手配
素材、付属手配

企画提案機能 企画、ＭＤ

マーケティング

生産手配

営業、ＤＢ物流部門生産管理 物流部門

店
頭

附属、副資材

裁断
縫製、編みたて
検針、検品

販売情報

顧客情報

営業

通関、倉庫

直納分

出荷確認
品質確認
船積通関業務
最適物流

店頭情報入手
出荷指示
店間移動
返品処理

入荷確認
品質確認
在庫管理

返品

ＳＲＭの領域

ＳＣＭの領域

ＣＲＭの領域

経理財務部門 経理財務部門

生産計画の領域

ＥＲＰの領域
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コスト構造

（例： 中国生産、商社経由仕入れ、アパレルメーカーＳＰＡ店舗の場合）

販売価格１０，０００円の商品の場合

アパレルメーカ
仕入れコスト
２８００円

原材料

１５００円
物流料

５００円

商社利益

３００円

縫製工賃

５００円

2800

処分ロス

２０００円
処分ロス
２０００円

6600

アパレル利益

８００円

本社経費

５００円

広告宣伝

５００円

アパレルメーカ
本社費用
１８００円

4600

店舗運営費

２２００円

店舗人件費

１０００円

店舗物流

２００円

店舗関連コスト
３４００円

10000

原価＝ある程度固定

決して多くない最終利益

利益の増大＝ムダの削減
のポイントはどこにあるのだろうか？
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情報 モノ・サービス

2つのflow

出展：早稲田大学 理工学部 経営システム工学科

従来の流通プロセス

消費者

小売店

販売分析

店頭在庫管理

需要予測

アパレル

小売業からの急な発注に対

応できるように在庫を抱える

サプライヤー

外注

物流

物流・
配送センター

生産工場

商社

商品計画

出展：早稲田大学 理工学部 経営システム工学科
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消費者

小売店

販売分析

店頭在庫管理

需要予測

アパレル

小売業からの急な発注に対
応できるように在庫を抱える

サプライヤー

外注

物流

物流・
配送センター

生産工場

商社

商品計画

出展：早稲田大学 理工学部 経営システム工学科

部分最適の連続？

部
分

最
適

部
分

最
適

部分最適

部
分

最
適

部分最適

部分最適
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調達 生産 販売

生産の論理

長生産サイクル

固定的生産サイクル

大ロット生産

生産増・生産合理化

調達の論理

短いリードタイム

発注ロット大

少ない在庫

低価格購入

物流の論理

受注ロット大

大ロット輸送

在庫ストック小

コスト低減

販売の論理

短い納期

多品種化

在庫ストック大

売上・シェア増大

消
費
者
の
論
理

欲
し
い
時
に
欲
し
い

モ
ノ
を
欲
し
い
量

消費者にとって付加価値を産まない、製造流通過程の
あらゆる無駄となるコストと時間を排除する、企業間の取組み → 全体最適への追求

小売店アパレル生産工場素材メーカー 消費者商社

情報

製品

工賃

情報

製品

工賃

情報

製品

工賃

情報

製品

工賃

情報

製品

工賃

部分最適で生じる「お互いの論理」の衝突
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全体最適

全体最適という概念

店頭在庫管理

消費者

小売店

販売分析

店頭在庫管理

需要予測

アパレル

小売業からの急な発注に対
応できるように在庫を抱える

サプライヤー

外注

物流

物流・
配送センター

生産工場

商社

商品計画

出展：早稲田大学 理工学部 経営システム工学科
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（商社の物流範囲）

確実に運ぶ
出荷前
検品

商社の物流業務範囲

海外工場 客先倉庫

安く運ぶ

正確な通関

倉庫での停滞

工場の納期遅れ 無理なＱＲ要望

増大するコスト
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（工場の業務範囲） （アパレルの業務範囲）（商社の物流範囲）

確実に運ぶ
出荷前
検品

小売店

拡大する物流ファンクション

海外工場 客先倉庫

サプライヤー 消費者

安く運ぶ

正確な通関

倉庫での停滞

原料
サプライヤー

発注情報の不備

工場の納期遅れ 無理なＱＲ要望

機会ロス

入荷情報の不備

販売情報
の未入手

原料の納期遅れ

★増大するコスト★

★増大するコスト★

★増大するコスト★

ボトルネックを作らない一貫した物流

多品種少量物流を効率よくさばくシステム

物流のあらゆる無理、無駄を省く共通システム
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A. 課題の抽出

Ｄ．総合導入へ

Ｂ．仮説、準備

Ｃ．検証、レビュー

現状業務
フローの分析

ボトルネックに
なりうる要因と

その背景の理解

実地調査

物流改革案の
の策定（仮説）

現状の課題点
の抽出

他ブランド、他形態
レビュー

新改革案導入の
コスト比較

総合導入

物流コスト

システム関連

取引形態

導入に際しての
設備の確認

社内への説明

パートナー企業
への確認

フェーズ １
上海地区

フェーズ ２
天津、香港地区

フェーズ ３
FAM全体

レビューレビュー

ＳＣＭ導入までのプロセス
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• ボトルネック（TOC）になりうる要因

輸入

通関

製品
下げ札

付け
検針

中国縫製工場

輸出

通関

縫製

検品
検針

中国内検品所

商品移動

スキャン

店頭

在庫管理
入荷検数 棚卸 客注検索

店
舗

売上登録

全体を見れば検針、検品、検数作業が数箇所ダブっている

国内での作業が多く、週の同じ日に重なるので
ボトルネックになっているのでは？

仮説の構築

アパレル物流倉庫

入荷

検数

商品

スキャン

出庫

検数

プレス

加工

店別

アソート
A品確定

縫製

検品
検針

商社国内倉庫

出荷

検品
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大連

青島

天津

上海

香港
小売店アパレル

物流センター

仮説の構築と検証

商社
物流センター

改善前

店別

アソート
A品確定

縫製

検品
検針

出荷

検品

入荷

検数

商品

スキャン

出庫

検数

縫製

検品
検針

改善後

仕入ラベル

スキャン

商品

スキャン

ＳＣＭ

ラベル

縫製

検品

出荷ラベル

スキャン

店別

アソート
A品確定検針

クロスドック方式

中国コーストラインで
物流センタを設立
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ＳＣＭラベルとは

SCMラベルとは、ASN事前出荷情報 (Advanced Shipping Notice) 事前出荷情報で伝送された

納品情報と梱包情報をリンクした機能を持ったラベルであり、梱包単位に貼付するラベル。

梱包の中身の情報をＳＣＭナンバーに紐付けてデータ化する。 ＳＣＭナンバー・バーコードを

スキャンすることによって、梱包の中身の情報を取得することができる。

将来的にはバーコードの代わりに、ＲＦＩＤの導入も検討している

ＳＣＭナンバー・バーコード

工場

ＳＣＭラベル 個品バーコード

カートン（ＳＣＭラベル）
と内容物の個品との間
で、紐付けを行う
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改善物流フローの詳細

検品
スルー

アソート店舗別
店舗クロスドック

レベルアップ 伝票レス

（ＤＡＴＡ化）

伝票レス

（ＤＡＴＡ化）

物流センター物流センター中国

お得意様 店舗

お得意様 センター

検査・検品 店別仕分け

複数工場から仕上がった商品を中国国内で店別に仕分けし輸出
日本

工場

お得意様 店舗

お得意様 センター

商品を集約

してコンソリ

お得意様 店舗

工場

工場 クロスドック

仕入れ
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基幹 会計システム

為替

管理
契約

管理
会計
処理

検査
結果

ＭＩＮＴ
データ交換

アパレル基幹システム

商品
登録

原価
登録

初回

店舗配分
検収
結果

商社 経理 アパレル 経理

生産管理・物流システム

輸入
書類

納品
予定

事前
出荷

検査
結果

プラットフォーム
商社 営業 アパレル MD生産

進捗
契約

管理

ＳＣＭの共通ＩＴシステム（例）

紙ベースで属人的に行われていた両社の業務を「データ交換」によって明確化し、
更に事務処理を簡素化するために仕入条件の変更を行う。
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共通システム海外工場

海外物流ｾﾝﾀｰ

アパレル（店舗）

生地ﾒｰｶｰ・附属商社

輸出
・INVOICE
・P/L

商社営業生産現場 アパレル本社通関業者倉庫・検品所

電子通関

電子貿易取引

電子貿易決済

国内物流ｾﾝﾀｰ

情報共有化

XML-EDI

XML-
EDI

XML-EDI
XML-EDI

XML-EDI

XML-EDI

・P/L

・P/O
・INVOICE
・P/L

・裁断/縫製
・ｷｬﾊﾟ管理

サポートしている共通ＩＴシステム

・入荷情報

インターネットで逐次照会

・注文
・ＰＯＳ情報
・ＳＣＭｼｽﾃﾑ

・作業ｽｹｼﾞｭｰﾙ
・検品検針報告
・船積ｽｹｼﾞｭｰﾙ

貿易ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ
・P/O
・INVOICE,P/L
・絵図情報

生産進捗
・裁断/縫製/仕上
・ｷｬﾊﾟ/契約ﾊﾞﾗﾝｽ
・船積物流情報
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商社の視点から見たアパレルＳＣ

縫製工場

原料、生地

アパレル商社

海外物流センタ
国内物流センタ

入荷検品
検針
各店アソート配分
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ
出荷検品

入荷検品
ピッキング
出荷検品
返品、棚卸

輸入通関
クロスドック
出荷

入荷登録

品出し

接客、売上、

棚卸

原料入荷確認
生産状況把握
品質管理
納期管理

デザイン
パターン
販売計画

トレンド提案
素材、企画提案
ブランド提案

トレンド情報
店頭販売情報

店舗立地
販売促進

生産手配
素材、付属手配

企画提案機能 企画、ＭＤ

マーケティング

生産手配

営業、ＤＢ物流部門生産管理 物流部門

店
頭

附属、副資材

裁断
縫製、編みたて
検針、検品

販売情報

顧客情報

営業

通関、倉庫

直納分

出荷確認
品質確認
船積通関業務
最適物流

店頭情報入手
出荷指示
店間移動
返品処理

入荷確認
品質確認
在庫管理

返品

ＳＲＭの領域

ＳＣＭの領域

ＣＲＭの領域

経理財務部門 経理財務部門

生産計画の領域

ＥＲＰの領域

生産管理システム

貿易システム

決済システム

ＰＯＳシステム

分析系ＢＩツール
ＭＤシステム

店舗システム

配送計画システム

ＤＣシステム

調達系システム

店舗配分システム

ＣＰＲＦ
（Collaborative Planning Forecasting & Replenishment）
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４．ＳＣＭにおける環境負荷を低減するために
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大阪
東京

納期尊守
の為

長距離輸送

トラック
による

長距離輸送

青島

下関

各工場との契約単位
での船積み

COCOCOCO2222

COCOCOCO2222

COCOCOCO2222

上海

小ﾛｯﾄ・分納
対応の為

多頻度輸送

COCOCOCO2222

CO2CO2CO2CO2

CO2CO2CO2CO2
短納期

対応の為
航空機利用

COCOCOCO2222

COCOCOCO2222

●検品・検針

●店舗向け配分

アパレル企業指定倉庫

国内物流倉庫を使用する現状フロー

現 状

中国からの貨物は、検品や店別の配分（アソート）を行うために、
東京などにある物流倉庫、ＤＣなどへ一括で輸送されなくてはな
らない。たとえ、フェリーを使用して下関などへ荷揚げされても、
そのままＤＣへ輸送される。ＤＣでの作業後、日本各地にある
店頭へ、トラックなどを使い、個別で配送される。
これにより、国内でのＣＯ２の排出量はきわめて多い。
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東京

大阪

博多

上海

納期を遵守しつつ
モーダルシフトを実現

集約による
積載効率向上

検
品

店
舗

配
分

最
終

目
的

地
決

定

集
約

CO2

物流センター

CO2

CO2

最終消費地＝店舗に

近い最適港へ
最適港揚げにより

国内長距離輸送・

横持ち輸送の削減

中国でアソートを行う事によるＣＯ２排出量の削減

新事業モデル適用後

あらかじめ中国で店別アソートを行うことにより、
以下のメリットが考えられる。
① 貨物の最適港揚げによる国内長距離輸送・

横持ち輸送の削減により、CO2排出量を削減する。
② 貨物の積載効率向上により中国港から国内港への

輸送頻度を削減することで、CO2排出量を削減する。
③ 納期を遵守しつつ航空機から船へのモーダルシフトを

実現することにより、CO2排出量を削減する。
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物流プロセスモデリング

物流プロセスモデリングからモデル実現の制約条件・阻害要因を検討

《従来》
・契約単位の配送ロット

⇒国内物流ｾﾝﾀｰによるエリア・店舗配送
（国内長距離物流の発生）

⇒契約単位のため、物流効率軽視とも
言える。（非考慮、契約単位の制約

の中での効率化検討）

中国から輸送段階で最終消費地情報を
元に店別配分、最適着港地選択

《デメリット》

輸送単位の小ロット化

《事業モデル概要》

・最終納品先（店舗エリア）に着目し、
海外での店別配分→消費地近隣着港便の選択。

（国内長距離物流の削減）

《実現要素》

・出荷予定情報・A品確定情報を元に
店別配分の実施。

・配分結果（エリア別物量）より、
最適着港地の選択。

《発生課題》

・輸送効率（積載効率）の低下懸念
・リードタイム増加 懸念（例：FCL→LCL）
・輸送（通関事務）コストの増加懸念

《新事業モデル》
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小ロット化に伴う輸送効率低下の回避
同一着港地荷物の集約化

同一着港地向け荷物の積載便の集約化を図ることにより、輸送効率（積載効率）低下、

混載便化（FCL→LCL）することによるリードタイム増加を回避する。

《従来型で最適地着港配送をした場合》

・最適着港地向けに振り分けるため、
小ロット化してしまう。

《新事業モデル》
・同一着港地向け荷物の積載便の

集約化を図る。

・異なる契約No.の荷物の混載化
を計画 ⇒計画の煩雑化

・アパレル商材の短納期
（短納期生産・デリバリーが求められて

いるため、積載便を遅らせて荷物集約
化（混載化によるﾛｯﾄﾎﾞﾘｭｰﾑ増加）
を行うことが出来ない）

《解決施策》

《実現課題》積載便集約

積載便集約

店舗指定納期での配送

集約化による
積載効率向上

《問題点》
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事業モデルキーファクター 最適化エンジンの必要性
最適化エンジンの必要性

�経験と勘に基づく計画立案からの脱皮
⇒ 情報による全体可視化
⇒ 計画－実績（計画差異）の検討による計画精度の向上

�現状の計画検討に利用する要素（変数）の増大
⇒ 最適着港地選択（契約単位の配送先から店舗所在地を考慮に入れた最適着港地選択へ）
⇒ 複数契約をまたがる混載の検討（積載効率最適化検討）
⇒ 各プロセス上のリードタイム、ダイヤ、リスクバッファ要素、コスト要素を加味したルート、積載便選定

最適化エンジン（計算アルゴリズム）の利用

最適化エンジンによる計画精度向上に向けた業務変革

�業務変革
⇒ Tel/FAXによる発生都度の情報共有から、最適化計画立案精度の向上に向けた情報共有

・計画必要情報（ダイヤ、リードタイム、コスト、バッファ等）
・計画変動要素（台風等によるダイヤ変更、季節変動要因等）

�必要情報の共有
⇒ マンtoマンの情報伝達方式から、複数プレーヤでのデータの共有化へ（ダイヤ情報、リードタイム変動要素等）

最適化エンジン利用を前提とした業務モデル構築
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時空間ネットワーク
上海恵幸

上海空港

上海港

成田空港

東京港

横浜港

大阪港 川崎

神戸/大阪

店舗１
(東京)

12/1 9:00

12/1 10:00

12/1 11:00

12/1 17:00

12/1 18:00

12/1 19:00

12/1 20:00

12/1 21:00

12/1 22:00

12/1 23:00

12/2 10:00

12/2 11:00

12/2 12:00

12/2 13:00

時
刻

…
…

•各地点・各時刻の組合せを点とする。
•空路・航路（・列車）のダイヤ情報およびトラックの所要時間がこのネットワーク上で表される。
•枝（矢印）の上にコスト情報を載せる。
•時刻の単位は１時間を想定。

……… …… ……
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システムで用いた解法（アルゴリズム）

１．初期解の作成（貪欲法）

２．解の改善（局所探索法）

１－１．条件の厳しい順に荷を並べ替える

１－２．１つ１つの荷に対して最短路を解く

２－１．ランダムに荷を取り出す

２－２．取り出した荷に対して最短路を解く

１－２－１．時空間ネットワークのコストを更新する

１－２－２．時刻依存最短路問題を解く

※動的計画法によって瞬時に解ける

２－２－１．時空間ネットワークのコストを更新する

２－２－２．時刻依存最短路問題を解く

※動的計画法によって瞬時に解ける

※コストパターンマスタ

※コストパターンマスタ

※地点マスタ・区間マスタ

０．時空間ネットワークの作成

※指定回数、または時間まで繰り返す

本システムでは、物流センタの計画担当者が使用する際に、短い時間の中で
現実解を求める必要があり、このような大規模問題で優れた近似解（必ずし
も最適解ではない）を算出する「メタ解法」を用いた。

まず本問題のモデルを「時空間ネットワーク」によって表現し、
それぞれの荷の束ね方に関する初期解を「貪欲法」によって求め、
「局所探索法」で解を改善しながら最適経路を求める
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出庫可能日

店舗展開日

計画結果出荷日(確定)

計画結果店舗展開日(確定)

計画結果出荷日(未確定)

計画結果店舗展開日(未確定)

7日間

計画指定日から7日以内に出発可能な荷と

前回の計画結果が対象日以降に

出発になっている荷を1計画の対象とする。

出荷可能日が８日後なので、
計画対象より除外

計画結果出荷日が今日なので、
計画対象へ繰り入れ

↑
今
回

の
計
画
範
囲

計画範囲
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評価関数の設定

評価関数＝α×コスト＋（１－α）β×CO2排出量

コストを重視するか、

CO2排出量を重視するか？

コストとCO2排出量を

足すための調整係数
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検証結果から （１）

表 事業モデル・パターン別の総合指標比較一覧

総合指標

旧事業モデル
新事業モデル

（コスト優先）
新事業モデル
（CO2優先）

算出値 算出値
対旧事業増減率

（%）
算出値

対旧事業増減率
（%）

対ｺｽﾄ優先増減
率（%）

総CO2排出量（kg） 23,093 21,235 ▲ 8.05 15,753 ▲ 31.78 ▲ 25.82

海上CO2排出量（kg） 4,906 3,928 ▲ 19.93 3,475 ▲ 29.17 ▲ 11.53

国内CO2排出量（kg） 18,187 17,308 ▲ 4.83 12,278 ▲ 32.49 ▲ 29.06

総物流費（円） 50,601,796 46,355,167 ▲ 8.39 49,203,258 ▲ 2.76 6.14

積地～揚地間（円） 16,535,516 12,662,747 ▲ 23.42 15,453,548 ▲ 6.54 22.04

揚地～倉庫間（円） 2,264,000 2,132,000 ▲ 5.83 3,252,000 43.64 52.53

倉庫～店舗間（円） 31,802,280 31,560,420 ▲ 0.76 30,497,710 ▲ 4.10 ▲ 3.37

一枚あたり（円） 281 255 ▲ 9.25 275 ▲ 2.14 7.84

ＣＯ２の削減とコストの削減が同時に可能である。

→ ＣＯ２を削減する取り組みにより、物流コストも下がる
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検証結果から （２）

表 揚地別の利用件数と利用率の比較一覧

揚地

旧事業モデル
新事業モデル

（コスト優先）
新事業モデル
（CO2優先）

件数 利用率 件数 利用率 件数 利用率

東京港 8 21.1% 1 2.6% 12 16.0%

横浜港 0 0% 5 12.8% 6 8.0%

名古屋港 0 0% 0 0% 5 6.7%

大阪港 10 26.3% 6 15.4% 16 21.3%

神戸港 2 5.3% 1 2.6% 3 4.0%

下関港 0 0% 0 0% 0 0%

博多港 0 0% 10 25.6% 12 16.0%

成田空港 18 47.4% 14 35.9% 9 12.0%

関西空港 0 0% 2 5.1% 12 16.0%

計 38 100.0% 39 100.0% 75 100.0%

以前は、東京、大阪、名古屋
などの主要港を主に利用。

新事業モデルでは

分散されて利用。 関西空港の利用増加
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ＳＣＭの進化
より広い標準化により更なる効率化を求める

社内標準から業界内標準、そして国際標準へと繋げることで、調達から物流、販売などのプロセス、
手法を共有することにより、効率化をすすめ、各社のコアコンピテンスに集中できる体制を構築。

環境問題に配慮したサプライチェーンの構築

サプライチェーン上で起こりうる環境問題に考慮した、物流システムを設計する。
例： エアー利用による国内輸送の低減、静脈物流、梱包資材、リサイクル物資

ＩＴ化により効率化を加速

自社のシステムを他社へも開放することにより、更なる情報の共有を加速。同時に近年、開発されてきた
様々な最先端技術なども多用することにより、いつでもどこでも欲しいときに、欲しい情報が取得できるよ
うなシステムを構築し、ＳＣＭからＣＲＭへとつなげていく。
例： ＲＦＩＤ、モバイル端末、携帯レジ、ＧＰＳ、需要予測

ＳＣＭの前後のプロセスとの融合

ＳＲＭやＣＲＭなどの前後のプロセス、そして需要予測やＥＲＰなどとのシームレスな連携を取り、
守るＳＣＭから戦略的に攻めるＳＣＭ、利益を出すＳＣＭへと変えていく。
例： ＺＡＲＡモデル
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